
日  時：令和 4 年 12 月 22 日（木）18 時 30 分 ～19 時 30 分 

場  所：館田地区農業推進拠点施設 

対象地区：館田 

参加人数：18 名 

 

■要望、質疑応答 

内   容 

〇ひらかわ生活応援商品券について 

（市民から） 

物価高騰がまだまだ続くと思うが、来年度も実施する考えはあるか 

 

（市から） 

・現在実施している商品券は使用期限が２月末となっている。来年度の実施については

状況を見ながら検討したい。 

 

〇三沢市で発生した鳥インフルエンザへの対応について 

（市民から） 

三沢市で発生した鳥インフルエンザを受け、青森県より全市町村に協力依頼があった

との報道を見た。平川市はどのような対応をするのか。 

 

（市から） 

・現在、三沢市では青森県と自衛隊が対応をしている。報道にもあったが、県内全市町村

に対して職員の派遣依頼がなされたところである。平川市では１２月２３日、２７日、

３１日の３日間、各４人の派遣要請があり、計１２人の職員派遣を行う。派遣にあたり

職員を募ったところ２０人近くの応募があり、選抜した職員を派遣する。 

 

〇除雪区間の延長について 

（市民から） 

除雪区間の延長をお願いしたい。 

 

（市から） 

・現場を確認し対応する。 

 

〇資源ごみの回収ネットについて 

（市民から） 

資源ごみの回収ネットがかなり汚れている。ごみ収集業者が回収後、代替の袋をもらう

がそちらも汚れている。なんとかならないものか。 
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（市から） 

・担当部署に確認し対応する。 

 

〇市民１人からの苦情について 

（市民から） 

県外の自治体で市民 1 人からの苦情により公園が閉鎖されるとの報道があった。平川

市でも夕方に放送される市民歌について、市民より苦情があり歌なしの音源に変えたと

いう経緯があったと思うが、市民 1 人からでも苦情があると対応しないといけないもの

なのか。 

 

（市から） 

・市民生活に支障をきたすものであれば対応しなければならない場合がある。市民歌に

ついては、市民１人からではなく複数の方からご意見をいただき、歌の有無で対応した

ところ、ご意見がなくなったという経緯がある。 

 

〇マイナンバーカードについて 

（市民から） 

マイナンバーカードの当市の取得率はどのような状況か。 

 

（市から） 

・先日 50％を超えたところである。 

 

（市民から） 

マイナンバーカードの保険証利用の設定について、どの部署が担当しているのか。 

 

（市から） 

・マイナンバーカードに関するサポート等は市民課で行っている。 

 

〇新本庁舎の設備について 

（市民から） 

各階に時計は設置されていないのか。 

 

（市から） 

・時計は 1 階に設置されている。また２階のエントランスには令和５年２月頃にデジタ

ル時計を設置予定である。 

 

（市民から） 

垂れ幕はどのように設置するのか。 
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（市から） 

・垂れ幕については、設置できる設計になっていない。 

 

〇銀行の合併に伴う口座の変更について 

（市民から） 

青森銀行とみちのく銀行が合併されることに伴い、口座番号が変わるとの連絡がきた。

市に登録されている銀行口座の変更手続きはどのようにすればよいか。 

 

（市から） 

・現在、市に登録されている個人の口座については、市で対応していく。 

 

 

〇大雨災害に伴う土嚢および堤防について 

（市民から） 

市に土嚢を作る道具を寄付したが、先般の大雨災害の際に使用したか。 

 

（市から） 

・寄付していただいた物品については有効に使わせていただいた。 

 

（市民から） 

堤防等を１ｍ上げた方が良いと思うが、今後計画等はあるか。 

 

（市から） 

・現在計画はしていない。今年度の大雨災害を検証してから具体的な今後の計画等を考

えていくことになると思う。 

 

〇大雨災害の被害と今後の予防策について 

（市民から） 

今回の大雨災害に被害はどのようなものか。 

 

（市から） 

・10 月末時点で 747 件の被害を確認している。仮復旧が必要な被害は 471 件で、8 割が

仮復旧済みである。また、本復旧が必要となるものは 441 件で、うち 398 件について

は工事を発注済み、残り 43 件は国の査定が終わったところである。残り 43 件は融雪

後に工事に着手する予定である。市全体で 10 億円程度の被害があった。 
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（市民から） 

今後の堤防などの予防策など考えているのか。 

 

（市から） 

・予防策については、氾濫を防ぐための堤防などが考えられるが、どうしても時間がかか

るなど課題も多く、築堤までは難しい。避難警報等は氾濫水位に注視しながら対応して

いるので、市民の皆さまには逃げることを優先して対応してもらいたい。また、来年度

は防災訓練の実施等を予定しているほか、地震や洪水などで別々になっていた防災マ

ップを一つにまとめたマップを作成しているので、活用してもらいたい。 

 

 


